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Abstract　Fi娵 一seven 　teenage　pregnancies　out 　of 　254　cases 　of 　midtrimester　abortions 　were 　selected 　for

this　study ．　The　cases 　were 　evaluated 　as 　successfUl 　if　complete 　abo 血 on 　occu 皿 ed 　Within　8　hrs　after 　admin −

ister  g　Gemoprost　every 　3　hrs　following　tWo 　days 　of 　cervical 　dilatation　by　means 　of 　laminalias．　Success
rates 　of　four　groups　divided　by　gestational　period 　in　teenage 　pregnancies　were 　75．0％，78．6％，42．9％ and

67．2％ ，respectively ，［［here 　were 　no 　significant 　d置ferencies　between　these　groups　or　between　these　and

older 　patients　in　tl肥 same 　gestaUon　per正ods ．

　In　comparison 　wit 血older 　groups，　a　simlal 　success 　rate 　is　possible　for　midtrimester 　abo 面 on 　in　teenage

pregnancies ．
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　　　　　　　　　緒　　言

　わが国における人工 妊娠中絶数は ， 各種避妊法

の 普及に よ り着実に減少 して い るが ， 10代女性の

中絶数は ， 歪ん だ性情報の 氾濫， 結婚と性行為を

分離 した性意識や性行動 ， 初交年齢の 低年齢化，

妊娠成立に関する知識不足 などに よ り， 1980年頃

か ら微増傾向 にあ る
L）
．なん らか の 事情で 早期手

術の 時機 を逸 し， 中期中絶 を余儀な くされ る と，

手術 に よる重篤な偶発事故の発生頻度は高ま り，

妊婦に と っ て 物心 両面で の 負担 も
一
段 と増大 す

る．前途ある思春期女性 に中期中絶を安全か つ 効

果的に実施する に は， 手術効果における年齢的特

異性 の 有 無を認識 しなけれ ばな らない ． しか しな

が ら
， 成熟婦人の 手術経過 に比 べ

， どの よ うな相

違がみ られ るかの 検討は，日常診療で時 に直面す

る問題で あるに もか かわ らず，報告がみ られない ．

筆者 は プ レ グ ラ ン デ ィ ン （ゲモ プ ロ ス ト）腟坐 剤

（PG ）に よる 中期中絶法
2）”’6）

の 成 功率お よび成功例

の 娩出所要時間か ら年齢別群にお ける手術の 難易

度を推測 し， 10代妊娠の中期申絶時にお ける留意

点を探索 した．

　　　　　　　　　研究方法

　 1．対象

　 1984年 8 月 か ら2000年 1 月 まで 母体保 護法 （優

生保護法）によ り実施した中期中絶 261例 中 ， ラ ミ

ナ リ ア 桿の 挿入刺激の み に よ り娩 出 した 7 例 （2．7

％）を除 く未産婦168例，経産婦 86例の 計254例 を対

象と した．10代妊娠は 57例 （未産婦 55例，経産婦 2

例）で ， 年齢 は 19歳 18例 ， 18歳 17例 ， 17歳 11例 ， 16

歳 9 例 ， 15歳 2 例 であ っ た．子宮 内死亡 ，胞状奇

胎例は含まれ て い ない ．羊水検査 など に よ る胎児

の 出生前診断で 異常の あっ た 者や，AIDS の た め

中絶 した症例は皆無で あ っ た ．

　2．方法

　年齢は ， A 群 （20歳未満）， B 群 （20〜34歳）お よび

C 群 （35歳以上）の 3 群 と， さ らに B 群を未産婦 の

B ，群 と経産婦の B 、群に分 け， 妊娠週数は ， 1群 （14
〜15週），H 群 （16〜17週），

　 m 群（18〜 19週）お よび

IV群 （20〜21週）に 分けた．

　午前 9 時頃腟洗浄後，子宮頸管をヘ ガール 拡張
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器に よ り15号前後 まで 拡張後， ラ ミナ リ ア （水谷式

太長）をで きるだ け多数 （普通 5〜9本）挿入 し ， 同時

にそ の膨化を助け るため ， 腟内に滅菌温水に滲し

た ガ
ー

ゼ を挿入 した．ラ ミ ナ リア を挿入 す る と き

は ， 抜去しや す い ように ラ ミナ リア大の小金属棒

（オネス トヘ ガ
ー

ル ）を同時に 挿入した．翌 日午前

9 時に ガ
ー

ゼ ， 小金属棒，ラ ミナリア を抜 去後 ， 再

び新 しい ラ ミナ リ ア をで きるだけ多数小金属棒と

共 に挿入 し， 上 記の 滲水ガーゼ を腟内 に挿置した。

24時 間後 同 様に 挿入 物 を抜去 し
，

た だ ちに PG

（1mg／1錠）を 3 時間お き に後腟 円蓋部 に挿入 し

た．投与 は原則 と して 3 錠 まで と した． 10代妊娠

の 週数別群にみ た流産手術成功率，成功例の 娩出

所要時間 ， 10代妊娠 の 成功率 と他 の 年齢群の それ

を同
一

妊娠週数群に つ い て 比 較，B 群に おける未

産婦 と経産婦の 成功率の比 ．較，例数の 多い 1群 と

ll群 につ き， 各年齢別群の ラ ミナ リア 挿入本数お

よび術中 ， 術後 の 性器出血量が 500ml を超 えたも

の を強出血 とし， 年齢別群に おけ る強出血 の 発現

頻度 につ い て 検 討した．

　 3．効果の 判定法

　妊婦の 子宮 内容除去術 に備 えた絶 食，PG に よ

る
一

般的副作用 （発熱， 嘔吐 etc ．）， 精神的不安 など

に よる術中の 苦痛 を減少 させ るた め，効果の 判定

時間が深夜 に なる こ とを避 け，午前 9 時 に腟坐剤

を挿入 し， 3 錠 目を挿入後午後 5 時まで の 8時 間

以 内に胎児 ， 胎盤の 娩出が 終了 した もの を有効 と

した．午後 5 時以降娩 出 した もの は
， 中絶 の 目的

は果 たされて も無効 として 成功率を算出 した．統

計学的検討 には ， ガ検 定な らび に t検定 を用い
，

p＜ O．05で有意差あ りとした．

　　　　　　　　　 成　 績

　1．A 群の 成功率（表1）

　妊娠週数別群に おける成功率は，1群 75．0％ ， H

群 78．6％ ， 皿群 42．9％ ， 1V群69．2％で ， 各群間の 成

績に有意差は認め られなか っ た．

　2．A 群成功例の 娩出所要時 間（表1）

　1群 は 2時 間28分 ± 49分 ，
n 群 5時 間14分 ± 1

時間41分， 皿群 4 時間 17分 ± 2時 間25分 ， IV群 4 時

間55分 ± 2 時問 19分で あ っ た．

　1群 は最 も短 時間で ， ll群 （〈 O．Ol）お よ び IV群

N 工工
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表2

1 群 （女正娠 14〜15週）

ユ0代妊娠 の 中期中絶

年齢群 別 にみ た ラ ミナ リ ア の 挿人本数

　 　 　 （中期 中絶 242例 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［群 （妊 娠 16 〜17 週）

日産婦誌52巻 9号

年齢群 例数

ラ ミ ナ リア 挿 入本 数

年齢群 例数
ラ ミナ リア 挿人本数

1 日目 2 日 目 1 日目 2 日目

A （20歳未満）　　 14

B （20〜34歳）　 　 43

C （35歳以 lt）　　 16

4．5　± 　0．7a〕b冫

5．3　士 　1．2の

5．9　±　1．6b）

8．7 士 1．6c）

9，9 ± 2．4
10．8　± 2．5d

A （20歳未満）

B （20〜34歳＞

C （35歳以 上）

134116 5．8 ± 1．56

．1 圭 1．66

．9 ± L3

10．5 ± 2ユd）

11．1　圭 2、5e〕

12．3 ± 1．4d）e ）

a ｝p ＜ 0．05　b〕p く O．Ol　c ｝p く 0．05 d〕p く 0．05　e ）p ＜ 0，05

表 3　中期 中絶 時強 出 lflL例

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 妊娠No．　　 氏名　 　 年齢 　 　経 産
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 週数

原　 　 因 出 血時期
児 娩 出

所要時間

1　 　 Y ，A15 0 18　　 前 置胎盤
プ レ グ ラ ン デ ィ ン 1錠

挿入 後破水時
50 分

2　　 N ，S17 0 16 頸管裂傷 第 1 回頸管 拡張時 6時 間 43分

3　　 M ．T18 0 16 胎 盤早期剥 離
プ レ グ ラ ン デ ィ ン 挿入

開始後 8 時間
8時 間 8 分

4　　 S．T21   15 胎 盤 早期剥 離 児娩出後 2時 間 14分

5　　 J．H210 17 胎 盤早期剥離 児娩出前 1 時 間 30分

6　　 M ．S24 0 16 胎 盤 早期剥 離

プ レ グ ラ ン デ ィ ン 2錠 目

挿入時

他 院に救急移送

翌 日 2錠使 用後

娩 出

7　　 K ．T33 0 17 ラ ミナ リ ア 抜 去時 第 1 回抜去 時 7時間 10分

8　　 Y ，033 2 17 胎盤 早期剥離 児 娩出時 1 時間 29 分

9　 　 Y ．K36 〔〕 16 子宮 筋腫

（子宮 内容除去 術）
2 回 目メ トロ 脱出直 後 26 峙聞 16分

10　　 K ．N36 2 14
予 宮 筋腫

（子宮 内容除去 術）

プ レ グ ラ ン デ ィ ン 1錠
挿 入後

1時 間 36分

（＜ 0．05）との 問に有意差を認め た．

　3．A 群成功率 と他の 年齢群の それ と の 比較 （表

1）

　lO代妊 娠 を基準 に，各年齢群 の 成功率を同
一

妊

娠週数別群 につ い て 比較 した．A−1群 （75．O％）， B1−1

群 （88．6％ ），B ，
−1群（100．0％），

　 C−1群（68．8％）の 成

績問に有意差はみ られ なか っ た．

　ま た A −n 群 （78．6％ ）， A一皿群 （42．9％），
　 A −IV群

（69．2％）に つ い て も同様に他 の 年齢群 の 同
一一
妊娠

週数別群 の 成績 との 比．較で ，
い ずれ も有意差は認

め られなか っ た．

　4．B 群 にお ける 未産婦 と経産婦 の 成 功率の 比

較 俵 1）

　B ，
−1群の 成功率 88．6％ と B 、

−1群の 成功率 100．0％

との 問に有意差はみ られ ず， B ，
−H群（833 ％）と B 、

一

皿群 （78．6％）， B ，
−HI群 （71，4％）と B、

一皿群 （88．9％），

BI−】V群 （43．8％）と B 、
−IV群 （70．0％）の 各成 績比 較

で も有意差 は認め られ なか っ た ．

　5．年齢群別 にみ た ラ ミナ リ ア の 挿入 本数（242

例）（表 2）

　242例 の 手術 を行 っ た段 階で の 成績で ある が ， 各

年齢群の 1群お よび H群 にお ける ラ ミナ リア の 挿

入本数 をみ ると，
1群の 挿入 1 日目で は ， A 群 と B

群 お よ び C 群 と の 問 に 有意差（＜ 0．05
，
＜ 0．01）が

あ り， 2 日 目に は A 群 と C 群 （＜ 0．05）， H 群で は

2H 目に A 群と C 群，　 B 群 と C 群 と の 間に有意差

（＜ 0．05， ＜ 0．05）を認め た．

　6．強出血 の 発現頻度・（表 3）

N 工工
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　術 中， 術後 に強出血がみ られ ， 全身状態 へ の 重

大な影響が憂慮 された症例 を表 3 に列挙 した．そ

の 発現 は全体 として 3．9％ （10／254）にみ られ ， 各群

に つ い て は
，
A 群5。3％ （3／57），

　 B1群3．7％ （4／109），

B，群2．3％ （1／44），C 群4．5％ （2／44）で あ っ た ．

　　　　　　　　 考　 察

　 日本産科婦人科学 会小 児思春期 問題 委員会 が

1978年以 来 5 年ご とに行っ て い る 10代妊娠の 社会

医学 的調査
7｝
に よ る と，既 婚者 を含 む10代 妊娠

1
，
615例の 36％が人工 妊娠中絶 を受けて い る．また

女子 高校生の 妊娠中絶 154例の 調査
H／

で は ， その 30

％が 中期中絶 であ っ た．10代妊娠の 中期中絶希望

者に は ， 診療 ヒ時に遭遇するが，そ の 手術経過が

他の 年齢層のそれ と比 較した相違の 有無に関する

検討報告は ， PG が 開発されて以 来皆無で ある．筆

者は PG に よ る 中絶効果 を合理的 に 分 析す る た

め ， 過去 15年間に
一
貫 して 同

一
術式を採用し ， 中

期巾絶実施例254例の うち ， 10代妊娠57例 に焦点を

あて ， こ の 点に つ き各論的視点か らの 検討 を行 っ

た．

　 10代の 中期中絶 にお ける特性的 なこ とは，2 例

を除 く全例 （55／57）が 未産婦で あ る こ とで
，
C 群

（35歳以上）の 3例 を除 く全 例（41／44）が 経産婦で

ある こ とと対照的であ る．

　手術年齢は 19歳， 18歳が多 く， 16歳以 上 の 者 は

全例 の 96％ を占め て い る． また精神的に未熟で ，

経済 的に 自立して い ない 者が 多く， 出産へ の 決断

も遅延 して ， 手術時期が 中期の 後半期 （皿群， IV

群）に ずれ 込 む 率（47．4％ ）が B 群（41．2％）や C 群

（22．7％）に比 し高い ．

　中期中絶 で は ， ラ ミナ リ ア の 挿入刺激の み に

よっ て陣痛が 発来し ， 児を娩出（2．7％，7／261）す

る こ とがある． 10代妊娠で の 発生頻度は L7 ％ （1／

58）で ， Bl群3．5％ （4／113），
　 Bx群2．2％ （1／45），　 C

群 2．2％ （1／45）と比較 しほ ぼ 1司様で あ る．

　こ の ような娩 出例 は 14〜15週 （1群）に多 くみ ら

れるが，ラ ミナ リア挿入後 12時間以 内の 発生は皆

無で ある とい う知躍 も， 医療 事故の 防止上留意 し

て お きた い ．

　子宮頸管をで きる だけ拡張 した後 に挿入 した ラ

ミナ リ ア 数を 各年齢群別 に み る と， 10代 妊娠 の

1群 における 1 囗 目の 挿入本数は ， B 群 ，
　C 群に比

し有意に少な く， 2 日目も C 群 に比 し有意 に少な

か っ た． fi群 に お い て も A 群 と C 群 ，
　 B 群 と C

群の 間に有意差が認め られる とい うこ れ らの 総合

成績は，10代 妊娠の 頸管が経産婦を多 く含 む他 の

年齢群の それに比べ
， 物理的操作に よっ て拡張 し

に くい こ とが多い とみる 1つ の 示標になる もの と

思 う．

　 A 群の 週数別群における各成功 率の 間に有意差

はみ られなか っ たが ， 週数 を前半 （1群 ＋ ［群）と

後
’

卜（皿群 ＋ IV群）に 大 別 して 成功 率を み る と，

76．7％ （23／30）と55．6％ （正5／27）に な り， 妊 娠 は 早

期で ある 程良好な成績が得られて い る ．今後例数

が 増加すれば ， 各群 問の 成績に差が生 じ， 次第に

B1群の 成績に近似 したもの に なるもの と推 察して

い る．　
一
方 ， A 群成功例の 娩出所要時間をみ る と，

1群 と II群 （＜ 0、Ol），
1群 と IV群 （＜ 0、05）の 問 に 有

意差がみ られ，成功率の 知見 も併せ ると，10代妊

娠の 中期中絶 では，妊娠週数が進む程児の 娩出所

要時間は長 くなる傾 向がみ られた．

　 10代 妊娠の 妊娠週数別群 における各成功率を，

他の 年齢群の 同 妊 娠週数別群の 成功率と比較 し

た とこ ろ，すべ て に有意差 は認め られなか っ た．

こ の こ とは10代妊娠 における流産効果が他の 年齢

群の それと比較 し， ほぼ 同様で ある こ とを意味す

る．

　A 群 に は経産婦が 2 例含 まれて い た に過 ぎず ，

現在，A 群の 未産婦 と経産婦の 成功率 を比較 して

論 じる こ とはで きない が ， 未産婦 と経 産婦が混在

する B 群 ， すなわち， B ，群 と B 、群の 同一週数別群

問の 成績比 較で
，

い ずれ に も有意 差 の み られ な

か っ たとい う知見が参考となろ う．

　中期中絶時 における最大の 副作用 ともい うべ き

強出血は， 10代妊娠で頸管裂傷 （16週）， 胎盤早期

剥離 （18週）， 前置胎盤 （18週）の 各 1例 ， 計 3 例 に

み られ た，A 群 に お け る強 出 血の 発 生頻度 は 5．3

％ （3／57），B ，群3．7％ （4／109），　 B，，eC2．3％ （1／44），
　 C

群 4．5％ （2／44）で ， 10代妊娠における発生頻度は ，

他 の 年齢群 と比 較 して ほ ぼ 同様 であ っ た ， 強出血

の 原因として は，非生理的 r宮収縮に よ る胎盤早

期剥離と思わ れ る もの が 最 も多 い ．
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　中期中絶で は ， 時に強出血 の た め ， ただ ちに子

宮内容除去術の 強行を余儀な くするこ とが あるの

で ， 頸管の 開大 ， 軟化が 不充分なラ ミナ リ ア に よ

る頸管の 1 日拡張法に よる手術は ， 原則的に行う

べ きで ない ．2 日拡張法に よる知見は ， 筆者の 報告

をもっ て 嚆矢 とする．

　長年月に及ぶ 同
一
術式の 採用 に よ り， 各年齢群

間の 成績比較を可能に した．10代妊娠の 中期中絶

は ， 頸管をやや 拡張しに くい こ ともあるが ， 流産

効果， 副作用 の 点で他 の 年齢層 の 手術 と同様 に実

施 し うる こ とが こ こに初め て 明 らかに された．
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